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研究成果の概要： 
 多言語多文化共生社会になりつつある日本において，有用な多言語学習用ウエブ教材を作成･

公開した．また今後，教材を改善し，学習者言語能力の評価・向上をしていく上で不可欠な言

語能力記述モデルを開発するためのさまざまな基礎研究を各国語言語学，理論言語学，外国語

教育学の各分野で行い，論文･学会発表･図書の形でその成果を公表した．これにより，異なる

言語に共通の言語能力評価枠組みを構築する際の研究基盤を形成することができた． 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 4,900,000 0 4,900,000 

2006 年度 6,200,000 0 6,200,000 

2007 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

総 計 15,000,000 1,170,000 16,170,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：言語教育学，言語理論，言語能力記述，e-learning，多言語記述 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 世界レベルの急速なネットワークの
高速化により，日常的にインターネット
に接続できる時代になった．東京外国語
大学においても，21 世紀 COE プログラム
「言語運用を基盤とする言語情報学拠
点」において，「TUFS 言語モジュール」
と呼ばれるマルチリンガル･ウェブ教材
が開発され，実際に授業の中にも導入さ
れた．しかし，いくつかの言語について
は教材開発が完成しておらず，完了して
いる言語についても，評価基準を開発す

るための言語能力記述に関する基礎研
究が必要であった． 
 
２．研究の目的 

本研究では，インターネットを活用した

言語教材を用いた学習と教育における

言語能力記述のあり方を，文法理論，音

声学，語用論，応用言語学，e-learning 

などの多角的な角度からクロス言語的

に考察し，ユビキタス環境における自律

的な学習環境での言語能力記述方法を
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考究した．研究対象は英語，フランス語

，ポルトガル語，アラビア語，インドネ

シア語の５言語で，言語類型論的に異な

るこれらの言語の３つの教材（発音・会

話・文法）について共通の言語能力記述

を検討することで，多言語多文化共生社

会における言語能力記述モデルの一般

性を追及した． 
 
３．研究の方法 

 本研究では，研究組織を個別言語班，言語

理論班，情報班の三つに分け，言語理論班で

は，多言語主義と言語能力記述，音韻論・音

声学と言語能力記述，語用論と言語能力記述，

およびシラバス設計と言語能力記述理論に

ついてそれぞれ基礎研究を行った．個別言語

班では，英語･ポルトガル語･フランス語･ア

ラビア語･インドネシア語の教材開発と言語

能力記述を試みた．また，情報班では

e-learning に基づく教材開発、言語能力記述、

およびこれらを可能にするためのシステム

開発を行った． 

 
４．研究成果 

(1) 言語理論研究 

①多言語主義に関しては，EU 言語政策の理念

的枠組みと各国ごとの言語教育政策の運用

と現場とのギャップ, 教授法の成果の評価

に関する研究を行い, 「ヨーロッパ共通参照

枠 」 (Common European Framework of 

Reference for Languages, 以下 CEFR）と日

本を含む諸外国における言語教育事情につ

いて 5回の研究会を開催した． 

②音声学・音韻論については, 英語のプロソ

ディーやプロミネンスに関する文献研究お

よび教材研究を進め，日本語話者が英語の発

音をする際に犯しがちな間違いに, 母語干

渉がどの程度あるのかを探るため，学習者デ

ータ収集と分析を行った． 

③語用論については, 実際の教育現場で教

材として語用論がどのように導入されてい

るのか，実態を把握するため, 中学校・高校

の英語オーラルコミュニケーションのほぼ

すべての検定教科書と一部教師用指導書に

おける語用論的要素の扱い方を調査した． 

④言語能力記述に関しては，CEFR の他, 

British National Curriculum (BNC), ACTFL, 

Canadian Benchmark など，欧米の一般的な

言語能力記述モデルを解析し，その特徴を記

述した．欧米の言語文化圏とは明らかに異な

る日本およびアジアという言語文化的文脈

において，このような欧米のモデルがどの程

度まで応用可能であるのか，その可能性につ

いて，Can-do 調査を実施し，考察を行った． 

 また，Can-do statements の妥当性検証研

究の一環として, 高校生に英語のインター

ネット・ラジオを聞かせて, どのような聞き

取りが可能なのかを調べた結果を学会で発

表し, コミュニカティブ・テスティングの理

論と実践を著書としてまとめた． 

 更に，情報班の実施する学習者アンケート

結果を解析し，言語能力記述ポートフォリオ

の各項目と言語理論との関連性を考察した．

発音教材の項目に関しては，自然音声学や機

能音韻論の見地から，会話教材と文法教材に

関しては，機能シラバス，認知言語学や語用

論の観点から分析し，ポートフォリオの理論

的な説明原理を明確にするための基礎研究

を進めた． 

 加えて，CEFR におけるリスニング・レベル

推定がテキスト情報からどの程度可能かを

統計的に検証し，CEFR リスニングの can-do 

statements に含まれる様々な特性のうち，レ

ベ ル 判 断 に 貢 献 し て い る 基 準 特 性

(criterial features)を明らかにした． 

 最後に，英語学習者コーパスを用いた第二

言語習得研究の成果に基づいた言語能力記

述および評価の可能性について探求した． 

 



(2) 個別言語研究 

①英語に関しては国際語としての英語の位

置づけを考慮し，目標とすべき発音の能力と

はどういうものか，特にリズムやプロソディ

ーの面からその定義をすべく基礎調査を行

った上で，日本人英語学習者の英語発音分析，

とりわけプロソディーに見られる母語干渉

の研究を行った．音声評価については，発音

の評価方法を探るべく，発音に関する知識と

実際の発音との関係についてのデータ分析

をおこなった． 

 日英対照・中間言語語用論の立場からは，

日本人学習者が英語を習得する際にどのよ

うな事柄が語用論的に躓きとなるか，日本人

英語学習者および英語母語話者を対象とし

た実態調査を行った．また，中学校および高

校の英語オーラル･コミュニケーションにお

ける語用論的要素の扱い方を調査し，分析結

果を反映した教材作成に着手した．更に，日

本人英語学習者が産出する中間言語におけ

る語用論的母語転移を探る調査，および英語

母語話者の理解度・容認度を調査し，両者の

比較分析の結果を和英辞典のコラムとして

公表した． 

 評価研究については，言語能力判定テスト

の実施と併せて，レベル別の e-learning 教

材の市場調査を行った．日本人英語学習者の

学習者コーパスを活用した言語能力評価法

を模索する基礎研究なども進められた． 

②フランス語については言語パスポートを

利用した言語能力記述（とくに話す・聞く）

のアンケートと会話教材についてのアンケ

ートを実施した．また，教材内のレベル分け

と学習目標の設定を明確化し，それらを基に

した言語能力記述のプロファイルを作成す

るために，フランス語会話教材にあらわれる

言語機能と CEFR の間の関連づけを試み, 言

語ポートフォリオに関する基礎研究を行っ

た．更に，文法プロファイルと文法習得段階

について考察した． 

③ポルトガル語に関しては，文法教材や発音

教材を開発した．また，外国語としてのポル

トガル語教育の現状についてリスボン大学

で調査を行ない, ポルトガル語検定試験の

問題点について整理した．また，欧米で行わ

れているポルトガル語能力検定試験につい

て調査を行うとともに，欧米での研究との比

較対象を念頭に置き，ポルトガル語の学習者

コーパスの整備に努めた． 

④アラビア語に関しては，アラビア語口語

(方言)の指導のための文法教材や発音教材

を開発した．これらの e-learning 教材はウ

エブ上および「アラビア語入門」テキストと

付属会話 CD の形で公開し，授業に導入され

た． 

⑤インドネシア語に関しては，文法教材や発

音教材を開発し，ウェブ上で公開した．また，

インドネシア大学及びガジャマダ大学にて

インドネシア語教育に携わる研究者と意見

交換も行なった．評価研究については，イン

ドネシア語 e-learning 教材のうち，文法モ

ジュールの妥当性の検証を行った．文法能力

記述については，国内外の文法書や論文など

の文献の比較研究も行なった． 

 

(3) 言語情報工学研究 

 従来利用していたサーバーに負荷のかか

る Real Server 経由の音声配信をやめ，mp3

形式による音声リンクを実現することで，発

音教材の操作性の向上をはかった．すでに行

なわれている Web Class による e-Learning

において，アカウントを発行している全学の

学習者による教材評価を自動的に蓄積し，同

時に学習者の動機や目標のプロファイル化

を円滑に行うために，既存のサーバーを更新

すると同時に e-Learning システムを改良



し，新たな e-Learning システムのプログラ

ムを外注により開発した．また e-Learning 

システムの保守も行った． 

 情報工学を活用した言語教育学研究とし

ては，日英対照研究・日英翻訳論や翻訳にお

ける誤用分析論を検討し, 日本語の連続動

詞と英語の句動詞に焦点を当てて, 言語体

系上対応しない言語現象が, 第二言語習得

の上で言語能力の記述に及ぼす影響につい

て検討した．従来の語彙の意味説明や文法上

の規則説明よりも, 概念表示レベルの説明

手段が言語能力育成には有効であることを

実証的に示す試みを行い,ウェブ言語教材説

明のために, 認知的アプローチに基づく説

明概念を Ajax と Ruby on Rails 技術を利用

したウェブ教材インタフェースを使って試

作した．また海外の大学と提携して, 語学教

材の e-learning システム上の利用状況を示

すアクセスログを調査する長期的評価を開

始した． 

  これらに加え，言語能力記述ポートフォ

リオを e-learning システムに実装し，レベ

ル別の到達目標及び観点別のアンケートを

学習者に対して行い，そのデータを大規模記

憶装置に蓄積した． 

 教材開発については，英語学習者のための

句動詞学習サイトを作成した．これは学習が

難しいとされている句動詞の認知的な解釈

イメージを視覚的に示すことで，句動詞の意

味理解を促進し，学習効果を高める英語教材

提供のためのウェブサイトである．この他， 

日本語教科書テキストのタグつきコーパス

を作成し，語彙分布分析を行うとともに，視

聴覚手法を用いた字形認知漢字教材も開発

した． 

 

(4) 今後の研究開発 

 本基盤研究の最終年度には，東京外国語大

学外国語学部に英語学習支援センター

(English Learning Center, 以下 ELC)が設置

され，自律的学習者育成のための学習支援お

よび教材開発と評価システム構築が開始さ

れた．（本基盤研究の代表者は，ELC センター

である．）ELC では，本基盤研究の成果を十分

に活かし，「英語学習支援・評価システム

連環プログラム」を 5 年以内に完成させる

ことを目標としている．評価は CEFR に準拠

した形で広く世界に通じる基準に基づきつ

つも，独自の視点に根ざしたレベル認定とし，

学生に対して「TUFS 言語パスポート」を

発行予定である．言語パスポートには，

一貫的能力指標としての標準テストスコ

ア，e-learning 学習における理解能力評

価などの量的評価，ポートフォリオ形式

での産出能力評価を記載し，「何がどの程

度できるのか」を質的に記した Can-Do 記

述を併記する． 

 東京外国語大学では，将来的にこのような

英語のプログラムをモデルケースとして，多

言語評価システム構築への道を開くことも

視野に入れている．欧米言語のみならずアジ

ア言語も含めた多言語評価システムは，世界

でも極めて稀であり，先進的な取組である． 
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